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1　は　じ　め　に

秋田県におけるソラマメの呑揺栽培は，転換畑を巾心に

ここ数年作付が伸びている。定植から収穫まで90日と短く，

安定収星を得るためには初期生育星の確保と開花期までの

肥培管理が大きく影響する。本報では慣行の化成肥料によ

る追肥時期臥回数を明らかにすると共に，緩効性肥料の施

用効果と追肥省略の可能性について検討した。

衷1試験区の構成（施肥成分量・1989年）

2　試　験　方　法

供試した晶稲は当場産の打越1寸で，1989年3月14日に

7．5cmポリポット捕し，ファイロンハウス内電熱育苗とし

た。出芽までは25℃前後に加温し，出芽揃い後は無加温で

管理した。およそ30日間育苗し4月14日にが畦幅80cm，株

間30m（416株／a）で定柄した。

試験区の構成は表1に示すとおりである。
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2 ．3

1．2 0 ．2

1．3
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1．2 1．4 1．4 0 ．3 0 ．3 1．5 1．4 1 ，7 棲　 十　 着 蕾 9．2 1 ．2 0 ．3 1 ．3
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温　LP苦土安555は室素全量40％（うち速効40％，遅効60％）の被覆尿素肥料である。

綬効性肥料区として1．P苫土安555（7011タイプ）．LI）

100の2区を設け，慣行施肥区（化成肥料其肥＋追肥）と比

較した。また慣行の化成肥料による追肥時‡軌回数を知る

ため．分枝仲良期と着否期の2回追肥及び各期1回追肥の

3区を設け比較した。

施肥虫は基肥でN星1．2kg／aを標準とし．追肥は1

回当りN態0．3kg／aとした。基肥のt肥料で不足した

P205，K20島主については，過リンサンイi灰及び塩化カリ

で捕った。

緩効惟肥料区のLPlOOは，LP苦‾上安555の特性にあわせ，

窒素全見40％のうち速効分40％を硫安で，のこりをLP100

で実施した。

参考のため無N区を設けた。

3　試験結果及び考察

生曹各期における草丈．茎数は．lJP諮．l二安555．LP川0

の両区が優れており．最良茎での巌下着爽節位も低い傾Irll

であった。慣行の化成肥料による基肥＋追肥の追肥時臥

衷2　生育各期における生育状況（最長茎10個体平均値）

試 験 区

分 枝 イ中長期 開 花 期 収　　 穫　　 始　　 期
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L P 苦 土
安 5 55

2 8 4．3 38 4 ．1 7 3 5．9 4．8 8 ．3 5．5 0 7．3 7．17

L P l O O 28 4．5 3 7 4 ．2 7 1 5．8 4 ．6 7 ．9 5．3 1 7．3 7．17

棲 ＋分 枝 2 5 3 ．5 3 5 3．6 6 5 5．5 3．2 8 ．1 5．3 1 7．3 7．1 7

棲 十着 蕾 2 6 4 ．0 3 5 4．6 64 6．0 3．9 9 ．0 5．3 1 7．3 7．1 7

標 ＋ 2 回 2 5 3．3 3 4 3．4 6 3 5．5 3．5 10 ．6 6． 1 7．3 7．17

無　　 N 2 4 2．2 3 4 1．8 5 6 3．4 2．0 10 ．0 6． 1 7．3 7 ．17
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回数別では，者蕾期1回追肥区が最も優れており，分枝伸

長期1回追肥区に比べすべての点でやや勝っていた。また分

枝伸長期．着蕾期2回追肥区と比べても．草丈，有効茎数，

最下若菜節位で着蕾期日d追肥区が勝っていた（表2）。

収星は，Ⅰ．l）苦十安555区＞LPlOO区＞標＋者蕾期追肥

区＞標＋2回追肥区＞綬＋分枝伸長期追肥区の順で．綬

収量構成（10株当り）

効性肥料全最基肥施用区で増収した。これは，低節位から

の若菜及び有効茎数増が一株当り着英数を多くしたためと

考える。

卜物収樋もほぼ同様であるが分枝伸長期1回追肥区と2

回追肥区が逆転した（表3）。
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注．時期別収穫割合は．収穫期間を3等分したものである。

4　ま　　と　　め

以上のことから，緩効性肥料の全最基肥施用により，生

帝は栽培の全期間にわたって慣行施肥（化成肥料基肥＋追

肥）より優れ増収した。また緩効性肥料の施用により追肥

の省略ができることが認められた。

一方．慣行の化成肥料による基肥＋追肥の場合，着告期

1回追肥が／l二百，収星とも分枝仲良期1回追肥、性びに着蕾

期及び分枝仲良期2回追肥よりやや勝っていたので，基肥

＋着蕾期1回追肥で良いと思われた。
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